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Abstract
　The research is aimed at examining the usage of the internet among 
elementary and junior high school students and investigating the 
influence of the internet addiction on parent-child relationships. The 
research conducted the Internet Addiction Test developed by Young on 
1,015 pairs of children from the fourth grade in elementary schools to 
the third grade in junior high schools with their parents to evaluate 
levels of the internet addiction. Simultaneously, original questions were 
developed and asked to evaluate the students’ involvement of the 
internet at home. The result of the research reveals that nearly forty 
percent of the students show the internet addiction tendencies when 
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the students of each grade, tendencies of the internet addiction were 
identified only for those in the third grade of junior high schools. Nearly 
half of the students with higher levels of the internet addiction tendency 
are using the internet even during the meals at home, which implies 
decreased amount of communications in the family. Therefore, the 
research results suggest that the lesser amount of the communication in 
the family because of the internet usage is giving severe influence on 
the parent-child relationships.









78.0%，スマートフォンの普及率は 64.2% であったのに対して，2015 年に
はパソコンは 76.8% と 1.2% 減少し，スマートフォンは 72.0% と 7.8% 上昇








































































































Ⅲ．調 査 内 容
１. 調査概要
（１）調査対象者
　小学 4，5，6 年生と中学 1，2，3 年生，その保護者（ペアリング）
1,015 ペア（男性 475 名，女性 524 名，小学 4 年生 70 名，小学 5 年生 57 名，
小学 6 年生 104 名，中学 1 年生 205 名，中学 2 年生 292 名，中学 3 年生
274 名，父親 100 名，母親 882 名，その他 8 名，未回答 25 名）
（２）調査地域
　A 県，B 県，C 県，D 県，その他の都道府県の一部
（３）調査時期
















生が 30.6 点，小学 5 年生が 30.0 点，小学 6 年生が 30.8 点，中学 1 年生が
37.0 点，中学 2 年生が 39.7 点 , 中学 3 年生が 40.0 点となり，インターネッ
ト依存傾向は中学 3 年生のみにみられた（Figure 1）。またこの結果から，
中学校に上がる前の小学 6 年生と上がった後の中学 1 年生とでは，平均ス
コアに約 6 点もの差があることがわかった。男女の平均スコアでは，男子




れる 39 点以下の生徒は 590 人，インターネット依存傾向ありとされる 40
点以上の生徒は 397 人となり，インターネット依存傾向のある生徒は全体





依存傾向の低い生徒は平日 1.1 時間と休日 2.0 時間であったのに対し，イ
ンターネット依存傾向ありの生徒は平日 2.8 時間と休日 4.3 時間であった
（Figure 3）。平日では 1.7 時間，休日では 2.3 時間の差がみられた。また，
子どものネット利用時間を見積もった保護者のアンケート結果は，インタ
ーネット依存傾向ありの生徒の保護者は平日 2.1 時間と休日 3.3 時間，イ
















ンターネット依存傾向の低い生徒の保護者は 32% であった（Figure 4）。
　また，子供が親に隠れてインターネットを使っているのを見かけたことが
あると回答したのは，インターネット依存傾向ありの生徒の保護者は 34%，













の生徒の保護者は約 4 割が認識していないという結果になった（Figure 7）。
　それに関連して，子どものインターネット利用による夜更かしの認識は，
インターネット依存傾向ありの保護者は 49%，インターネット依存傾向






らず最も利用の多いアプリケーションを聞いたところ，LINE が 343 人，
































































Ⅴ．お わ り に
　今回の調査から，多くの子どもたちがインターネット依存傾向にあるこ
とがわかった。調査結果において，インターネット依存傾向のある生徒は
1 日 3 ～ 4 時間インターネットを利用していた。この部分に注視すると，
多くの人は 1 日に 3 ～ 4 時間なら誰でも利用していると，危機感は抱かな
いだろう。ここで考えたいのは，子どもたちの生活時間だ。下校時刻は大
体だが公立の小学校は 15 時 30 分，公立の中学校では 16 時 30 分ほどだと
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する。就寝時間を小学生は 21 時，中学生は 23 時とし，帰宅に 30 分ほど
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